
データで見る ＃08

第8回「データで見る高校生の今」では、『令和5年

度学校基本調査』の結果から、専門学校の分野別の入学

者推移について紹介する。

実践スキルへの関心の高まり
図１は令和元年から令和5年にかけての専門学校の分

野別の入学者増減をランキングにしたものである。入学

者が増加した分野を見ると、「美容」や「動物」「歯科衛生」

等、専門的で実践的なスキルを学べる分野が人気だ。特

に「美容」は1828人増と大幅に伸びており、即戦力と

してのスキルに加え、SNSといった自己表現の場の拡大

もこの関心を後押ししていると考えらえる。また、近年

大学の分野においても人気を集めている「芸術」（デザ

イン）は、専門学校においても注目を集めているようだ。

大学へのシフトの可能性
一方、入学者が減少した分野では、「看護」「外国語」「旅

行」等、これまで専門学校が主流だった分野が大きく落

ち込んでいる。

「看護」は4685人減（約15％減）と最大の減少幅で、

コロナ禍を経て厳しい医療現場の状況や業界のイメージ

が影響している可能性が考えられる。一方、大学の看護

学部や医療系学部では多様なカリキュラムが展開されて

おり、より幅広いキャリアが選択できる点が魅力となっ

ていると考えられる。

同様に、「外国語」や「旅行」もそれぞれ4446人減、

4380人減と大幅な減少を記録した。コロナ禍や円安の

影響で海外交流機会や旅行業界が停滞したことが一因と

推測されるが、これらの分野においても大学が提供する

学際的な教育が注目を集めている。特に国際関係や観光

ビジネス等の分野では、他領域を横断的に学べる広がり

のある学びが提供されており、大学進学への動機づけに

つながっている可能性もある。

「就職への強い期待」は専門学校だけでなく、大学で

も高まっている。大学は専門学校と比較して「将来の選

択肢の広がり」といったメリットを訴求することが重要

だ。専門学校から大学へ入学者が移行したと考えられる

分野の動向を見ると、専門学校が強みとしてきた実践的

な教育だけでなく、学際的な広がりや職業の高度化に向

けた4年制課程の構築が重要となってくるだろう。また、

高校生や保護者に向けた大学の魅力発信においては、専

門学校にはない価値を明確に伝えることで、進学先とし

ての競争力を高める必要があるだろう。

（文／岡田	恵理子）

分野別データに見る専門学校の変化と大学への期待

実践か学際か、岐路に立つ専門教育

順位 分野 令和元年 令和５年 増減

1 美容 17,530	 19,358	 1,828 

2 動物 7,089	 8,711	 1,622 

3 衛生その他 2,774	 3,407	 633 

4 デザイン 10,099	 10,592	 493 

5 歯科衛生 6,478	 6,933	 455 

6 理容 515	 956	 441 

7 美術 1,404	 1,798	 394 

8 農業その他 348	 491	 143 

9 診療放射線 787	 885	 98 

10 家庭 － 66	 66 

順位 分野 令和元年 令和５年 増減

1	 看護 31,336	 26,651	 -4,685

2	 外国語 7,240	 2,794	 -4,446

3	 旅行 9,181	 4,801	 -4,380

4	 商業 6,543	 3,671	 -2,872

5	 法律行政 11,127	 8,267	 -2,860

6	 情報 6,425	 3,745	 -2,680

7	 文化教養その他 13,535	 11,716	 -1,819

8	 和洋裁 6,446	 4,760	 -1,686

9	 ビジネス 7,552	 5,897	 -1,655

10	 経理・簿記 5,632	 4,059	 -1,573

出典：令和元年度学校基本調査、令和5年度学校基本調査（文部科学省）

【図１】専門学校の分野別入学者  5 年間の推移
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